
 

◎ 明けまして おめでとうございます。今年もよろしくお願いします。 
３学期がスタートしました。今年もよろしくお願いします。 

9日（火）は久しぶりに子どもたちの元気な姿を見ることができてほっとしています。私

があいさつすると「おはようございます。」と大きな声で挨拶を返してくれるのも嬉しかっ

たです。昨年終わりに交通指導をしていただいている方と話をしていると「今年は挨拶をし

てくれる子どもが増えてとてもうれしい。」と褒めていただきました。今月の生活のめあて

も「自分から進んで笑顔であいさつをしよう」です。さらにあいさつの輪が広がることを願

っています。 

さて、皆様のご家庭のお正月はいかがだったでしょうか。子どもと話しているととても楽

しかったということが伝わってきました。中には「数の子を食べすぎておなかが痛くなりま

した。」という子どももいました。 

話は変わりますが、元旦の夕方に「能登半島地震」のニュースが流れてきました。ニュー

スを見ながら平成28年、今から約7年半前（１年生の中にはお母さんのおなかの中にい

た子どもたちもいたのではないでしょうか。）の熊本地震を思い出し心が苦しくなりまし

た。今も救助活動の様子などが報道され、まだ見つかっていない方々がおられるとのことで

す。早く見つかってくれることを祈るばかりです。 

9日（火）の始業式に子どもたちに話す内容を考えていた時、ニュースにおなかの大きい

お母さんがインタビューを受けている場面がありました。お母さんは「来週にも出産予定で

震災に遭って、いろんな方々の助けがあり、不安な気持ちを支えてもらって感謝しかない。

子どもの名前を『わこ』にしたい。理由は、今回震災に遭って、人の輪を大切にする子、人

のつながりを大切にする子、人の気持ちを感じる、考えられる子になってもらいたいという

願いを込めてひらがなで『わこ』とつけます。」とおっしゃっていました。その話を聞きな

がら災害はあってはいけないことだけど、災害から学ぶこととして子どもたちに話をしまし

た。本校のめざす子ども像は「人を大切に よく遊び よく学び けじめある子ども」の育

成です。子どもたちにはこのお母さんの願いのようになってほしいと話しました。そして、

今日普通に登校でき、普通に生活できることがどれだけ幸せなことなのかを考えてほしいと

話しました。 

今回の災害は平成２８年熊本地震を経験している私たちにとって、

ものすごい衝撃とともに、心が重くなります。たくさんの方がなくな

られ、今も懸命な救助活動が行われています。家にいつ帰ることがで

きるのか不安な日々を送られている方がたくさんおられます。1日も

早く普通の日々を送ることができることを願うばかりです。 

 
◎ 地域の皆様のご協力で１つ危険個所が減りました。 
右の写真は、会富方面から登校している様子です。1か所赤白の柵

があり車道側によけて登校していた箇所がありましたが、内側を通れ

るようになりました。地域から市への働きかけで実現しました。ありがとうございました。 

 

追伸 今週、大谷選手からグローブが届きました。子どもたちには来週紹介します。 
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